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試みた。推定した地震の最大マグニチュード (M 7.6)と解析地域での歴史地震の最大マグニチュードの値 (M 
7.5)は調和的であった。さらに、褶曲の自己アフィン解析から得られるハースト指数と地震の大きさ分布に関
する統計則であるグーテンベルグ・リヒター則の b 値との関係式を導出した。 
 
第 3 章 隠された地震と褶曲の自己アフィン性 











p 値を褶曲の自己アフィン解析を用いて評価することができることを指摘した。  
 
第 4 章 褶曲における不完全な相似性 

















則が導かれ、沈み込み帯 (スラブ)で起こる地震の b 値がその沈み込み帯の曲率と関係することを指摘し
た。  
 
第 6 章 結論 
 本博士論文では、地形、内陸に見られる褶曲、沈み込み帯の形状の相似性について研究を行った。褶曲の
自己アフィン性を調べる事により、その解析対象の地域の地震の最大マグニチュード、グーテンベルグ・リ




















b 値や p 値を褶曲の自己アフィン解析を用いて評価することができることを指摘した。  
 (2)褶曲の 2 次元平板モデルに次元解析を用いることにより、構造系における波長と層の厚さの
関係がバッキンガムのΠ定理から導きだされている。しかし、この方法では褶曲の自己アフィン
性について、全く考慮されていなかった。そこで不完全な自己相似性  (くりこみ群を用いた相似
則)を褶曲の次元解析に援用することにより、褶曲の振幅と波長に関する自己アフィン性を導出で
きることを指摘した。 
 (3)沈み込み帯におけるリソスフェア形状の形成を解明するために、次元解析と工学分野で
行われてきた解析手法を用いて、沈み込み帯の形成が球殻の座屈により引き起こされている
ことを完全相似性から指摘した。さらに沈み込み帯の上盤が、大陸プレートと海洋プレート
とで異なる相似則が導かれ、沈み込み帯で起こる地震の b 値がその沈み込み帯形状の曲率と
関係することを指摘した。  
 菊地和平提出の論文は、相似性が褶曲・地形・沈み込み帯の形状の理解に欠かせない特性の一
つであると結論づけた点で新しい。 
 本研究は、筆者が自立して研究活動を行うのに必要な研究能力と学識を有することを示してい
る。したがって、菊地和平提出の博士論文は、博士(理学)の学位論文として合格と認める。 
